
吉備・陵南にある石碑を訪ねて – 318 –
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八幡神社の西山腹に、「役行者（えんのぎょうじゃ）」と「不動尊」の浮
彫の石碑が村を見守っている。左は伴鬼を従えた役行者で「干時天保
十一年大山登山」と書かれ、右の不動尊には「施主当村中 先達 坪井
恵三、長次郎」とある。
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